
令和元年 １２月定例議会号令和元年 １２月定例議会号

議会だより　121 号議会だより　121 号 1213

　・道内行政調査②

議会ニュース議会ニュース

　・道内行政調査①　

議会ニュース議会ニュース
令和元年１０月２８日から３１日にかけて、全

議員が参加して、道内自治体の先進的な取り組

みについて視察調査を行いました。

その調査内容の報告が第４回定例会で行われま

したのでお知らせします。

（掲載内容は報告書を要約したものです）

宗谷管内　猿払村

人　口　２, ７４５人

世帯数　１，２４０世帯

水揚げ日本一を誇る天然ホタテ漁や酪農業が盛んな

日本最北端の村。

安定した一次産業に村の財政が支えられており、少

子高齢化に悩む道内自治体の中では珍しく、出生率

が高く、高齢化率は低くなっている。

宗
谷
管
内　

猿
払
村

「
さ
る
ふ
つ
キ
ッ
ズ
・
サ
ポ
ー
ト
」

■
「
さ
る
ふ
つ
キ
ッ
ズ
・
サ
ポ
ー
ト
」

　

の
概
要

　

さ
る
ふ
つ
キ
ッ
ズ
・
サ
ポ
ー
ト

は
、
平
成
31
年
４
月
か
ら
稚
内
地

区
消
防
事
務
組
合
消
防
署
・
猿
払

支
所
が
始
め
た
事
業
で
、
村
内
の

０
歳
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
子

ど
も
を
対
象
に
、
病
院
に
か
か
り

た
い
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
を
、

自
宅
か
ら
病
院
ま
で
消
防
署
の
職

員
が
専
用
の
車
両
に
よ
り
、
無
料

で
送
迎
を
行
う
事
業
で
す
。

　

送
迎
は
基
本
的
に
猿
払
村
国
保

病
院
が
診
療
し
て
い
る
平
日
の
午

前
８
時
半
か
ら
午
後
４
時
半
ま
で

の
間
で
受
付
し
て
お
り
、
受
診
で

き
る
病
院
も
猿
払
村
国
保
病
院
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
子
ど
も
の

状
況
に
応
じ
て
送
迎
時
間
や
受
診

す
る
病
院
の
変
更
に
つ
い
て
も
柔

軟
な
対
応
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
さ
る
ふ
つ
キ
ッ
ズ
・
サ

ポ
ー
ト
は
稚
内
地
区
消
防
事
務
組

合
の
中
で
も
猿
払
支
所
独
自
の
事

業
で
、
他
の
消
防
署
で
は
同
様
の

事
業
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

さるふつキッズ・サポート専用車両を視察

空
知
管
内　

沼
田
町

「
商
業
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
施
設

（
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
）
」

空知管内　沼田町

人　口　３，１３１人

世帯数　１，５１９世帯

もともと炭鉱の町として栄えていたが、閉山後は稲

作など農業が基幹産業となっている。

道内でも有数の豪雪地帯であり、冬期間に積もった

雪の冷気で低温貯蔵した「雪中米」は、真夏でも新

米の風味が味わえるブランド米として人気。

複数の商業施設が入居する「まちなかほっとタウン」

■
「
さ
る
ふ
つ
キ
ッ
ズ
・
サ
ポ
ー
ト
」

　

導
入
の
背
景

　

猿
払
村
で
は
、
郊
外
か
ら
村
の

中
心
部
に
あ
る
病
院
ま
で
通
う

の
に
利
用
で
き
る
公
共
交
通
機
関

は
、
ア
ク
セ
ス
が
不
便
な
路
線
バ

ス
の
み
で
、
民
間
の
タ
ク
シ
ー
会

社
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
子
ど
も
が
病
気
に

な
っ
た
場
合
、
日
中
家
の
車
が
使

用
で
き
な
い
家
庭
や
、
車
が
あ
っ

て
も
村
外
か
ら
嫁
い
で
き
て
冬

道
の
運
転
に
不
慣
れ
な
母
親
な
ど

が
、
子
ど
も
の
通
院
に
苦
労
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
状
況
を
把
握
し
た
猿
払
村

役
場
で
は
、
子
ど
も
の
通
院
支
援

■
調
査
感
想

　

さ
る
ふ
つ
キ
ッ
ズ
・
サ
ポ
ー

ト
が
実
施
で
き
た
の
は
、
消
防
署

猿
払
支
所
に
お
い
て
以
前
か
ら
村

民
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
、
好

調
な
一
次
産
業
か
ら
の
税
収
に
よ

り
、
猿
払
村
の
財
政
に
余
裕
が
あ

る
こ
と
が
要
因
だ
と
感
じ
ま
し

た
。

　

本
町
で
は
、
ふ
れ
あ
い
バ
ス
が

町
内
線
・
町
外
線
と
整
備
さ
れ
て

お
り
、
民
間
タ
ク
シ
ー
会
社
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
同
様
の
事
業
が
す

ぐ
に
必
要
な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
猿
払
村
の
必
要
な
交
通
手

段
を
迅
速
に
整
備
す
る
姿
勢
は
、

今
後
交
通
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
検
討

す
る
際
の
参
考
に
出
来
る
も
の
と

感
じ
ま
し
た
。

事
業
を
行
う
た
め
、
消
防
署
猿
払

支
所
に
協
力
を
依
頼
、
猿
払
支
所

で
は
も
と
も
と
除
雪
支
援
な
ど
、

消
防
の
本
来
業
務
を
超
え
た
事
業

を
実
施
し
て
い
た
こ
と
、
ま
た
稚

内
地
区
消
防
事
務
組
合
は
広
域
の

組
合
で
あ
る
が
、
消
防
支
所
の

予
算
は
各
町
で
独
自
に
決
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
消
防
署
猿
払
支
所

が
実
施
主
体
と
な
り
、
さ
る
ふ
つ

キ
ッ
ズ
・
サ
ポ
ー
ト
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。

■
「
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
」

　

の
概
要

　

ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
は
、

沼
田
町
の
役
場
・
商
工
会
・
農
協

が
出
資
し
て
作
ら
れ
た
会
社
「
ま

ち
づ
く
り
ぬ
ま
た
」
に
よ
り
、
沼

田
町
の
中
心
部
に
建
設
さ
れ
た
２

階
建
て
の
複
合
商
業
施
設
で
、
平

成
29
年
４
月
に
仮
オ
ー
プ
ン
、
そ

の
後
９
月
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

施
設
面
積
は
２
１
０
０
㎡
、
建

設
費
は
約
７
億
１
０
０
０
万
円

で
、
財
源
と
し
て
国
や
町
か
ら
の

交
付
金
や
補
助
金
が
充
て
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

１
階
に
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
、
農
協
の
金
融
窓
口
、
美
容
室

な
ど
が
入
居
し
、
２
階
に
は
主
に

農
協
の
事
務
所
が
入
居
し
て
い
ま

す
が
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

テ
ナ
ン
ト
と
し
て
、
品
揃
え
が
充

実
し
て
い
る
大
手
ス
ー
パ
ー
の
系

列
店
が
入
っ
た
こ
と
で
、
そ
れ
ま

で
隣
接
す
る
深
川
市
な
ど
へ
流
出

し
て
い
た
消
費
を
、
町
内
に
呼
び

戻
す
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。

■
「
ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
」

　

建
設
の
背
景

　

沼
田
町
で
は
町
内
唯
一
の
有
床

病
院
で
あ
っ
た
厚
生
病
院
と
、
町

内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
あ
っ
た
Ａ
コ
ー
プ
が
、
施
設
の

老
朽
化
に
よ
り
建
て
替
え
が
必
要

と
な
り
、
厚
生
病
院
に
つ
い
て
は

無
床
の
診
療
所
と
し
て
建
て
替
え

る
方
針
が
示
さ
れ
ま
し
た
が
、
Ａ

コ
ー
プ
に
つ
い
て
は
採
算
の
問
題

か
ら
建
て
替
え
ず
に
、
平
成
29
年

で
閉
店
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
た

め
、
沼
田
町
は
無
床
の
診
療
所
と

Ａ
コ
ー
プ
に
代
わ
る
商
業
施
設
の

建
設
を
中
心
と
し
た
、
地
域
再
生

計
画
「
農
村
型
コ
ン
パ
ク
ト
エ
コ

タ
ウ
ン
構
想
」
を
作
成
し
、
平
成

26
年
に
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　

こ
の
構
想
は
駅
周
辺
５
０
０
ｍ

の
範
囲
内
に
生
活
に
必
要
な
施
設

を
集
約
し
、
雪
の
多
い
冬
で
も
歩

い
て
暮
ら
せ
る
町
を
目
指
す
も
の

で
、
実
際
の
施
設
整
備
は
町
民
に

よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
話
し

合
い
に
よ
り
進
め
ら
れ
、
「
ど
の

よ
う
な
施
設
が
必
要
か
」、
「
町
の

ど
こ
に
建
て
る
か
」、
「
出
来
た
施

設
で
ど
の
よ
う
な
活
動
が
し
た
い

の
か
」
と
い
う
こ
と
を
、
行
政
が

主
導
す
る
の
で
は
な
く
、
町
民
の

考
え
に
基
づ
い
た
施
設
整
備
が
行

わ
れ
て
い
ま
し
た
。　

■
調
査
感
想

　

ま
ち
な
か
ほ
っ
と
タ
ウ
ン
は
、

町
内
唯
一
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
の
閉
店
に
よ
る
買
物
難
民
の
発

生
や
、
消
費
の
町
外
流
出
を
防
ぐ

た
め
、
官
民
が
協
力
し
て
建
設
し

た
施
設
で
あ
り
、
そ
の
建
設
は
町

民
の
意
見
に
基
づ
い
て
進
め
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

本
町
は
町
内
に
食
料
品
等
を
扱

う
小
売
店
が
複
数
あ
る
な
ど
、
置

か
れ
て
い
る
状
況
に
は
大
き
な
違

い
が
あ
り
ま
す
が
、
沼
田
町
の
取

り
組
み
は
、
今
後
の
老
朽
化
し
た

公
共
施
設
の
建
て
替
え
を
検
討
す

る
際
に
、
本
当
に
必
要
な
施
設
を

建
設
す
る
た
め
の
参
考
に
で
き
る

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

※各自治体の人口及び世帯数は、平成３１年１月

　時点のもので、北海道のオープンデータを使用

　しています。



令和元年 １２月定例議会号令和元年 １２月定例議会号

議会だより　121 号議会だより　121 号 1415

　・道内行政調査④

議会ニュース議会ニュース

　・道内行政調査③　

議会ニュース議会ニュース

空知管内　秩父別町

人　口　２，４２４人

世帯数　１，１２５世帯

石狩川と雨竜川に挟まれ肥沃な土地に恵まれてお

り、稲作とブロッコリーの産地として有名。

キッズスクエアちっくるは町内外から年間数万人が

訪れる人気施設となっているほか、「子ども子育て

応援宣言」を行い子育て支援に力を入れている。

空
知
管
内　

秩
父
別
町

「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る
」

■
「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る
」

　

の
概
要

　

キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る

は
、
町
の
中
心
部
に
あ
る
公
園
、

「
ベ
ル
パ
ー
ク
ち
っ
ぷ
べ
つ
」
の

中
に
建
設
さ
れ
た
屋
内
遊
戯
施
設

で
、
平
成
29
年
３
月
に
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。

　

施
設
面
積
は
約
６
０
４
㎡
、
建

設
費
は
約
５
億
７
０
０
０
万
円

で
、
施
設
の
内
部
に
は
大
型
ネ
ッ

ト
遊
具
が
張
り
巡
ら
さ
れ
、
そ
の

他
ウ
ォ
ー
ル
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
や

チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ
イ
ダ
ー
等
の
遊
具

も
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
隣
接
地
に
は
屋
外
遊
戯

施
設
の
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
コ
ネ
ク

シ
ョ
ン
が
建
設
さ
れ
、
平
成
30
年

７
月
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
１
辺
が
２
ｍ
の
キ
ュ
ー

ブ
が
組
み
合
わ
さ
り
で
き
た

施

設

で
、

全

体

の

高

さ

は
13

ｍ
、
幅
は
58
ｍ
、
建
設
費
は
約

３
億
９
０
０
０
万
円
で
、
20
種
類

の
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
を
体
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

十勝管内　浦幌町

人　口　４，７５４人

世帯数　２，２７７世帯

かつて炭鉱の町として栄えたが、閉山後は農林水産

業が基幹産業となり畑作や鮭漁が盛ん。

議会活性化や議員のなり手不足問題に早くから取り

組んできており、全国の市町村議会が視察に訪れる

議会改革の先進地である。

十
勝
管
内　

浦
幌
町

「
議
会
活
性
化
、
議
員
の
な
り
手
不
足
へ
の
対
応
」

■
議
会
活
性
化
の
取
り
組
み

　

浦
幌
町
議
会
で
は
、
平
成
23
年

９
月
に
議
長
か
ら
、
議
会
活
性
化

の
た
め
の
７
つ
の
検
討
項
目
が
議

会
運
営
委
員
会
に
対
し
て
諮
問
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
７
つ
の
検
討
項
目
を
さ
ら

に
55
項
目
に
細
分
化
し
て
、
議
員

間
で
議
論
が
行
わ
れ
た
結
果
、
浦

幌
町
議
会
基
本
条
例
が
制
定
さ

れ
、
平
成
25
年
４
月
１
日
か
ら
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

張り巡らされたネットにより立体的に遊べる施設内部視察後、浦幌町議会議員の皆さんと（浦幌町議場）

■
「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る
」

　

の
運
営
状
況

　

キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る

と
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン

は
と
も
に
使
用
料
は
無
料
、
キ
ッ

ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る
を
利
用
で

き
る
の
は
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で

で
、
保
護
者
の
同
伴
が
必
要
で
す

が
、
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
に
関
し
て
は
、
屋
外
施
設
で
管

理
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら

の
規
制
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

使
用
料
が
無
料
な
こ
と
、
札

幌
・
旭
川
か
ら
近
距
離
に
あ
る
こ

と
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
情
報
が
拡
散
さ
れ

た
こ
と
な
ど
の
理
由
か
ら
、
利
用

者
が
急
増
し
、
平
成
30
年
度
は
約

10
万
人
が
利
用
す
る
人
気
施
設
と

な
り
、
来
町
者
が
増
加
し
た
こ
と

で
、
町
内
の
飲
食
店
な
ど
サ
ー
ビ

ス
業
の
業
績
に
も
好
影
響
が
あ
り

ま
し
た
が
、
一
方
で
想
像
以
上
の

利
用
者
の
急
増
に
よ
り
、
子
供
の

■
「
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る
」

　

建
設
の
背
景

　

子
育
て
世
代
の
親
か
ら
町
長

に
対
し
て
、
季
節
や
天
候
に
左
右

さ
れ
な
い
遊
び
場
が
ほ
し
い
と
の

要
望
が
出
さ
れ
、
子
供
が
少
な
い

の
に
大
規
模
な
施
設
が
必
要
な
の

か
と
の
疑
問
の
声
も
あ
り
ま
し
た

が
、
や
る
か
ら
に
は
町
外
か
ら
人

を
呼
び
込
め
る
施
設
に
し
て
、
町

の
知
名
度
を
上
げ
る
こ
と
を
目
指

し
、
キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る

は
建
設
さ
れ
ま
し
た
。

ケ
ガ
な
ど
安
全
管
理
面
で
の
課
題

も
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

■
調
査
感
想

　

キ
ッ
ズ
ス
ク
エ
ア
ち
っ
く
る

は
、
季
節
・
天
候
に
左
右
さ
れ
な

い
子
供
の
遊
び
場
が
欲
し
い
と
い

う
親
の
思
い
と
、
町
の
知
名
度
を

上
げ
た
い
と
い
う
町
長
の
思
い
に

よ
り
建
設
さ
れ
、
来
町
者
を
増
や

し
、
町
内
経
済
に
も
好
影
響
を
も

た
ら
し
て
い
ま
し
た
。

　

大
都
市
に
近
い
秩
父
別
町
と
違

い
、
本
町
で
こ
れ
ほ
ど
の
施
設
を

建
設
し
て
も
運
営
し
て
い
く
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ま
す
が
、
子
供

の
遊
ぶ
施
設
の
必
要
性
な
ど
、
今

後
の
施
設
整
備
の
参
考
に
で
き
る

の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

■
浦
幌
町
議
会
基
本
条
例

　

議
会
基
本
条
例
と
は
議
会
運
営

の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
、
議
会

の
最
高
規
範
と
な
る
条
例
で
、
浦

幌
町
議
会
は
こ
の
条
例
の
中
で
、

議
会
活
性
化
に
必
要
な
様
々
な
取

り
組
み
を
規
定
し
て
お
り
、
代
表

的
な
も
の
と
し
て
次
の
よ
う
な
項

目
が
条
文
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
【
ナ
イ
タ
ー
議
会
・
日
曜
議
会

　

の
開
催
】

　

多
く
の
町
民
が
議
会
を
傍
聴
し

や
す
く
す
る
た
め
、
平
日
の
夜
や

日
曜
日
に
町
議
会
を
開
催
す
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
を
定
め
た
。

②
【
議
会
報
告
会
の
開
催
】

　

議
会
の
活
動
状
況
な
ど
を
議
員

が
直
接
町
民
に
説
明
し
、
意
見
交

換
を
行
う
た
め
の
集
ま
り
で
、
年

１
回
以
上
開
催
す
る
こ
と
を
定
め

た
。

③
【
反
問
権
の
付
与
】

　

町
議
会
本
会
議
や
各
委
員
会
で

質
問
し
た
議
員
に
対
し
、
論
点
を

明
確
に
す
る
た
め
、
町
長
等
が
反

対
に
質
問
す
る
こ
と
が
で
き
る
権

利
を
定
め
た
。

④
【
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
設
置
】

　

町
民
の
声
を
議
会
に
反
映
さ
せ

る
た
め
、
希
望
す
る
町
民
の
中
か

ら
、
町
議
会
等
を
傍
聴
し
て
議
会

に
対
し
て
意
見
し
て
も
ら
う
、
議

会
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
を

定
め
た
。

■
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策

　

浦
幌
町
議
会
で
は
、
平
成
26
年

３
月
に
議
員
定
数
を
13
名
か
ら
11

名
に
削
減
し
て
い
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
平
成
27
年
４
月
に
行
わ
れ
た

町
議
会
選
挙
に
お
い
て
１
名
の
欠

員
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
議
員
の

な
り
手
不
足
に
対
す
る
取
り
組
み

が
始
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
町
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
町
民
の
意
見
を
聞
く

新
た
な
取
り
組
み
を
実
施
し
、
議

員
報
酬
の
引
き
上
げ
な
ど
の
対
策

が
行
わ
れ
た
結
果
、
平
成
31
年
４

月
に
行
わ
れ
た
町
議
会
選
挙
で

は
、
定
数
11
名
に
対
し
新
人
６
名

を
含
む
14
名
で
の
選
挙
と
な
り
、

新
人
は
４
名
が
当
選
し
ま
し
た
。

■
調
査
感
想

　

浦
幌
町
議
会
の
議
会
活
性
化
の

主
な
取
り
組
み
と
し
て
、
平
成
23

年
の
改
選
後
に
議
会
活
性
化
に
係

る
55
項
目
の
検
討
と
議
会
基
本
条

例
の
制
定
、
平
成
27
年
の
改
選
後

に
は
議
員
の
な
り
手
不
足
対
策
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て
も
、
２
年

後
に
は
改
選
期
を
迎
え
る
こ
と
か

ら
、
議
会
基
本
条
例
制
定
の
た
め

の
道
筋
づ
く
り
や
、
新
た
な
議
員

の
な
り
手
の
た
め
に
も
、
更
な
る

議
会
活
性
化
の
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
と
の
共
通
の
認
識
の
も
と

進
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

　


